
１.基本情報

※令和6年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

工学関係 経済学関係 - - - -

新設予定

新設予定

60 名

60 名

令和７年度大学・高専機能強化支援事業

（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）

事業概要
令和7年2月申請時点

大学名 星城大学 設置区分 私立

学校種 大学 都道府県 愛知

大学全体の総収容定員 1,520 名

学部学科

組織構成

経営学部経営学科、リハビリテーション学部リハビリテーション学科

健康支援学研究科（大学院）

事業計画名 事業貢献の拡大　「経営×情報」に関する新学科の設置

本学は、2002年、建学の精神の下、「事業貢献と医療貢献」を掲げて設立されたが、昨今の市場環境の変化を踏まえながら、

既存事業とシナジー効果が期待できる新たな領域への拡大を目指し、今まで星城大学が確保できていない学問分野へ進出し、

地域社会への貢献（実践力を兼ね備えた若手人材の輩出）を強化していく。愛知県では、「デジタル人材育成支援事業　あい

ち人財力強化プロジェクト」を推進していることに加え、近隣の岐阜県、三重県でもデジタル人材の採用、育成が重要課題になっ

ていることから、今後の市場拡大が期待される理系分野（理学・工学・農学）のうち、経営・医療共に親和性の高い「工学（情

報）」を「事業貢献と医療貢献」を強化していく新たな分野と定める。第一弾としては、経営を切り口に「経営×情報」に関する新

学科を設置し、地域社会の活性化のため、各社の事業発展に貢献できる人材を送り出していく。2030年以降の方針として、

「工学（情報）×医療」の分野にも拡大を図り、医療発展に貢献できる人材育成を強化していきたいと考えている。

改組予定年度 令和11年度

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地 愛知県名古屋市

入学定員

収容定員

入学定員の増加数

認可申請・届出の別 認可申請及び届出

改組内容 既存学部における学科の新設

設置等組織名 経営情報学科

他学部等の入学定員の減少数



基本情報

改組予定年度 令和１１年度 設置等組織名 経営学部経営情報学科 入学定員増数（合計数） ６０名

所在地 愛知県名古屋市 改組内容 既存学部における学科の新設 入学定員減数（合計数） ６０名

＜社会や地域のニーズ・課題＞

中堅・中小企業の抱える課題

➢ 社内のDX化への対応

➢ デジタル人材の採用、育成

＜設置学部等の概要・コンセプト・特徴など＞

【新設学科】 経営学部 経営情報学科

【コンセプト】

➢ 中堅・中小企業のDX化を促進できる「実践力を兼ね備えたデジタル人材」の育成を目指す

➢ 企業との産学連携を強化し、ビジネス現場で蓄積されるデータの収集・活用・分析に重点を
置いた授業科目、ならびに成長分野における先端技術の社会実装を試行する実践的な授
業科目を開講する予定

➢ IT企業での実務経験のある教員および実務経験豊富な技術者による教育機会の提供

＜教育内容・育成する人材像＞

【育成する人材像】

➢ 中堅・中小企業が直面する人手不足への対応として、AIやロボット等の自動化技術を含む
先端技術の社会実装をけん引する「実践力を兼ね備えたデジタル人材」の育成を推進する。

【教育内容】

➢ 文部科学省が推進する「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（MDASH）」
の「応用基礎レベル」への申請を前提とし、MDASHモデルカリキュラムに準拠した体系的
な教育課程を構築する。

➢ 文部科学省「高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）」の成果を高等教育段階にお
いて継承し、探究的・文理横断的・実践的な学びを推進する。

事業計画名 事業貢献の拡大 「経営×情報」に関する新学科の設置

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和7年度 星城大学

＜連携を通じた教育体制の整備＞

【連携企業】 愛知県内の各種企業団体に所属する企業

➢ ビジネスの現場を体験する機会を儲け、ケーススタディを通して、経営課題の解決策を立案
することができるように、ITのみならず、経営の知識をも身に付けられる教育プログラム
を開発する。

＜多様な入学者の確保＞

➢ 「実践力を兼ね備えたデジタル人材」になることを目指している学生に必要な資質・能力等
を評価する入学者選抜における科目を設定する。

➢ 優秀な外国人留学生特別枠、理系女子特別枠の設置にむけた入学者選抜方式を導入する。


